
平成２４年度愛媛大学入試問題（数学）の研究 
 

愛媛県立松山南高等学校 近藤 弘法     

 

１　はじめに

　　５月１２日（土）に松山南高等学校において、愛媛大学

　理学部内藤学教授より平成２４年度の愛媛大学数学入試

　問題の解説があった。今年度の問題の特徴としては、昨年

　に比べて計算量が増えていることである。これは前期，後

　期関係なく言えることである。また、最近の生徒が苦手な

　分野としては、「絶対値」と「不等式」が上げられていた。

　医学部専用問題がアラカルトになったことについては、今

　後は分からないが、難易度が落ちたわけではないとのこと

　である。では、どこでどのような間違いが生じてくるのか、

　本校生徒の誤答分析を中心に考察していきたい。

２　出題の傾向

　　出題傾向

　　　今年度は教育学部，農学部に加えて、工学部環境

　　建設工学科社会デザインコースにおいて記述４題を

　　１００分で、理学部，工学部（環境建設工学科社会

　　デザインコースを除く），医学部医学科においては

　　記述５題を１２０分で、工学部後期は記述５題を

　１２０分で解答する。

　　出題内容

　　　教育学部，農学部，工学部環境建設工学科社会デ

　　ザインコース

　　　　１　小問集合

　　　　２　数列

　　　　３　領域，積分法

　　　　４　ベクトル

　　　理学部，工学部

　　　　４　ベクトル

　　　　５　小問集合

　　　　６　数列

　　　　７　行列

　　　　８　微分法、積分法

　　　医学部医学科

　　　　４　ベクトル

　　　　６　行列

　　　　７　確率

　　　　８　微分法、積分法

　　　　９　小問集合

　　　工学部後期

　　　　１　小問集合

　　　　２　小問集合

　　　　３　確率、数列

　　　　４　行列

　　　　５　微分法，積分法
 

　　難易度

　　　昨年度に比べ計算量が増えたことで難易度が上がっ

　　たように感じた生徒が多かったようである。難易度

　　としては基本～標準レベルの問題を中心に出題され

　　ている。小問については例年通り教科書レベルの基

　　本問題であるが、簡単ではあるが証明問題も含まれ

　　ており、得点しにくい問題もあったようである。合

　　否の差は３～５点ぐらいであるとの話もあったため、

　　基本問題に関しては確実に得点しておきたい。工学

　　部後期については、昨年までのような穴埋め式の問

　　題は削除されている。この点から数学の基礎学力と

　　論理的思考力がしっかり身に付いているかを問われ

　　る問題になっていると考えられ、工学部後期につい

　　ては若干難化していると考えられる。

３　問題分析

　　本校の３年生に入試問題を解いてもらう。

　　３年生の文型生徒に１～４，理型生徒に４～９，理

　数科の生徒に工学部後期１～５を解いてもらった。採

　点基準は公表されていないため、定期考査に準じて採

　点し、得点率と誤答例から分析を行った。

 

　＜前期＞

１　次の問いに答えよ。

　　


  
の分母を有理化せよ。

　　方程式  のつの解が ， 

　　で与えられるとき、定数の値を求めよ。

　　関数     のにおける最大値

　　と最小値を求めよ。

　　直方体の各面にさいころのようにからまでの目

　　が書かれている。この直方体を投げて、，の目が出

　　る確率はともにであり、，，，の目が出る確

　　率はいずれもである。この直方体を回投げて、出

　　た目の数を得点とする。このとき、得点の期待値は　

　　，によらずに一定であることを示せ。

問題番号         合計

得点率     

標準偏差     

　【誤答例】

　　 
   の計算が間違っている。

　　　


  








 
としている。

　　 ，を代入して止まっている。

　　　 
   の展開が間違っている。

 



　　   の処理ができていない。

　　　  と置換しているが、の範囲が求められていな

　　い。

　　期待値は計算できているが、条件を作れ

　　ていない。

　　　さいころという言葉から、



として考えてい

　　る。
 

２　数列  の初項から第項までの和  が条件

  

　を満たすとする。このとき、次の問いに答えよ。

　　初項  を求めよ。

　　一般項  を求めよ。

　　  



となる最小の自然数を求めよ。ただし、

　　必要ならば  ，  として計　

　算してよい。

問題番号       合計

得点率    

標準偏差    

　【誤答例】

　　漸化式が作れていない。

　　　漸化式を作って、一般項を求めていない。

　　が解けていない。

　　　対数の公式がきちんと理解できていない。

　　　常用対数はとれているが、計算が間違っている。
 





 





３　次の問いに答えよ。

　　放物線  と直線の交点の座

　　標を求めよ。

　　次の連立不等式で表される領域をとする。領域

　　を図示し、その面積を求めよ。


   

  

 

　　点 ， が  の領域を動くとき、のと

　　りうる値の範囲を求めよ。

問題番号       合計

得点率    

標準偏差    

　【誤答例】

　　領域を表す斜線部が違う。下図参照

　　　境界を含むかどうかの記述がない。

　　　定積分の計算が間違っている。
 

　　２次方程式  







の判別式の計算

　　が間違っている。

　　　とおいているが、領域内のどの点を通ると

　　きにが最大か最小かが分かっていない。
 

 



 



４　図のような辺の長さをとする立方体を

　考える。線分と線分の交点をとする。さらに辺を

　：に内分する点をとし、辺を：に内分する点を

　とする。ただし、である。

　また、，，とおく。

　　およびをそれぞれ，，を用いて表せ。

　　，が垂直になるようなの値を求めよ。

　　直線と面を含む平面との交点をとする。

　　ⅰ　線分の長さを求めよ。

　　ⅱ　△の面積を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問題番号      ⅰ  ⅱ 合計

文型得点率     

文型標準偏差     

理型得点率     

理型標準偏差     

　【誤答例】

　　文型

　　　計算が間違っている。の間違いの方が多かった。

　　　始点がであることに抵抗がある。

　　　理型

　　　計算が間違っている。の間違いの方が多かった。

　　文型

　　　が間違っている。

　　　計算が間違っている。

　　　理型

　　　が間違っている。

　　　を求めようとしている。

　ⅰ 文型

　　　の長さを求めて止まっている。

　　　が，のみで表されるベクトルであることに気付いて

　　いない。

　　　理型

　　　の条件を利用している。問題としては別であることが

　　分かっていない

　　　が，のみで表されるベクトルであることに気付いて

　　いない。

　　　点が平面上にある条件がにおいて、

　　だと勘違いしている。



　ⅱ 文型

　　　として面積を求めている。

　　　･が間違っている。

　　　理型

　　　△が二等辺三角形になっていると勘違いしている。

５　次の問いに答えよ。（医学部希望者は除く）

　　，を実数で、とする。
 

 
が純虚数の

　　とき、との値を求めよ。

　　定積分 






を求めよ。

　　直方体の各面にさいころのようにからまでの目が書

　　かれている。この直方体を投げて、，の目が出る確率は

　　ともにであり、，，，の目が出る確率はいずれも

　　である。この直方体を回投げて、出た目の数を得点とす

　　る。このとき、得点の期待値は，によらずに一定である

　　ことを示せ。

　　座標平面上の曲線

　　，  

　　で囲まれた図形を

　　軸周りに回転して得られる回転体の体積を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問題番号         合計

得点率     

標準偏差     

　【誤答例】

　　を両辺に掛けてを実数として係数の比較をしてい

　　る。

　　　純虚数の意味がわかっていない。

　　の値による場合分けができていない。

　　　場合分けはできているが、定積分を間違えている。

　　期待値は計算できているが、条件を作れていな

　　い。

　　　，が確率であることが理解できていない。

　　媒介変数表示された関数の定積分を間違えている。

　　　楕円の方程式を求める際に計算を間違えている。

６　数列  を

　       ，，，…

　で定める。ただし、  はを越えない最大の整数を表す。

　自然数に対して、

  
 



  とおく。

　　  ，  ，  ，  ，  の値を求めよ。

　　  となるはいくつあるか。

　　  を求めよ。

　　極限
 
 


を求めよ。

 

問題番号         合計

得点率     

標準偏差     

　【誤答例】

　　 の意味が読み取れていない。

　　はできているが、個数を数え間違えている。

　　　となっている。

　　群数列であることは分かっているが、和が計算できていな

　　い。

　　が間違っている。
 

 

７　行列 
 

 
に対して，

　　　　


   ，


  

　とおく。ただし、は次の単位行列とする。

　　，，  ，  を計算せよ。

　　を満たす実数，を求めよ。

　　自然数に対して、  を求めよ。

問題番号       合計

得点率    

標準偏差    

　【誤答例】

　　それぞれの計算が間違っている。

　　　，を最初に求めているが、その計算が間違っている。

　　計算の過程で



が抜けている。

　　　



 



 




 



 として止まっている。

　　  ，  に気付いていない。

　　　実際にを何乗かして法則を見つけようとしているが、見

　　つからない。

　　　が間違っている。
 

８　実数はを満たすとし、曲線 の

　点   における接線をとする。

　　と軸との交点をとし、と軸との交点をと

　　する。との座標を求めよ。

　　と軸，軸で囲まれた部分の面積を    とし、

　　曲線 と軸および直線で囲まれた部分の

　　面積を    とする。    と    を求めよ。

　　          とおく。    における  

　　の最大値と最小値を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

問題番号       合計

得点率    

標準偏差    
 

 

　【誤答例】

　　微分はできているが、直線の方程式が間違っている。
 



　　 



という間違いをしている。

　　　が負になることがわからず、

　　    





   となっている。

　　が間違っている。

　　　          として計算している。
 

９　（医学部希望者専用問題）

　次の問いに答えよ。

　　  をで割ったときの余りを求めよ。

　　正六角形において、辺の中点をとする。

　　また，，とおく。

　　このとき，を，を用いて表せ。

　　袋の中にからまでの数字がつずつ書かれた個

　　の玉が入っている。この袋から同時に個の玉を取り出す。

　　このとき、取り出された玉のつの数を辺とする三角形が

　　存在する確率を求めよ。

問題番号       合計

得点率    

標準偏差    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　【誤答例】

　　    よりで割り切れることから、で割った余り

　　を答えとしている。

　　，を利用すれば簡単であることに気付いていない。

　　の確率を求めている。

　　　となればよいことは分かっているが、場合の数を

　　書き出す際に間違っている。

 

　＜工学部後期＞

１　次の問いに答えよ。

　　  となる複素数をすべて求めよ。

　　ただし、は虚数単位を表す。

　　  ，   であるつのベクトル，に

　　ついて、と が垂直であるとする。

　　とのなす角をとするとき， の値を求めよ。

　　実数，が条件

　　



， 



 


 



 


　　を満たすとき、をを用いて表せ。

　　点を通り，曲線  に接する直線の

　　方程式を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問題番号         合計

得点率     

標準偏差     

 

　【誤答例】

　　解がのみである。

　　　      
    として、

　　２次方程式    に解の公式を利用している。

　　　解の公式は実数係数でのみ定義しているため。

　　計算を間違っている。

　　定積分が間違っている。

　　　





 

 
はできているが、をで表せていな

　　い。

　　点，が曲線上の点であると勘違いしている。
 

２　次の問いに答えよ。

　　ⅰ　

　　　　定積分


 ，


 ，





　　　　を求めよ。

　　　ⅱ　，を実数とし、関数    に

　　　　対して、不等式 



   




   が

　　　　成り立つような点  の範囲を平面上に図示　

　　　　せよ。

　　ⅰ　関数  



    を微分せよ。

　　　ⅱ　のとき、



    




   

　　　　が成り立つことを示せ。

　　　ⅲ　



 



，




 



，




 



を大きい方から順に

　　　　並べよ。

問題番号  ⅰ  ⅱ  ⅰ  ⅱ  ⅲ 合計

得点率      

標準偏差      

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　【誤答例】

　ⅰ　偶関数の性質を利用する際、２倍することを忘れている。

　　　　  
 


，  

 


が利用できて

　　　いない。

　ⅱ　左辺，右辺それぞれの定積分が間違っている。

　　　　円  


 







の中心が間違っている。

　　　　   の絶対値がうまく処理できていない。

　ⅰ　微分が間違っている。

　ⅱ　証明の方針が立っていない。

　ⅲ　対数をとって止まっている。

　　　　不等号が逆になっている。

 

３　，とする。点は以下のⅠ，Ⅱに従っ

　て、秒ごとに点，のいずれかに位置を決定する。

　　Ⅰ　がにいるとき、確率でに移動し、確率で

　　　に留まる。

 



　　Ⅱ　がにいるとき、確率でに移動し、確率で

　　　に留まる。

　　　の最初の位置をとし、が秒後ににいる確率を

　　　  ，にいる確率を  とする。

　　　ただし、は自然数とする。

　　  ，  ，  ，  を求めよ。

　　   ，   を  と  を用いて表せ。

　　  ，  を求めよ。

問題番号       合計

得点率    

標準偏差    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　【誤答例】

　　文章を正確に理解できていない。

　　　開始点がかかがわかってない

　　秒後の点の位置で場合分けしているが、和の法則が利用

　　できていない。

　　    は求められているが、その利用方法がわかって

　　いない。

　　　  


 
が求められていない。

 

４　行列 
 

 
に対して、

　  ，  と定義する。

　次の正方行列は  ，  を満たすとする。

　またを実数とし、を次の単位行列とする。

　　  ，  をを用いて表せ。

　　すべてのに対して、は逆行列を持つことを示せ。

　　 
   を満たす実数，をを用いて

　　表せ。

問題番号       合計

得点率    

標準偏差    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　【誤答例】

　　  ， の定義が理解できていない。

　　証明の方針が立っていない。

　　　  を示せばよいことはわかっているが、

　　２次式  の変形がわからない。

　　 
   とをそれぞれ計算して、成分を比較し

　　ているが、計算できない。

　　　の形にしているがの場合との場合に分

　　けられていない。

 

５　関数  を、  
 




とし、

　数列  を次のように定める。

　  ，       



   ，，，…

 

　　定積分 


 



 を求めよ。

　　一般項  を求めよ。

　　自然数に対して、  


 
とおく。このとき，

　　極限
 

       を求めよ。

　　ただし、必要ならば
 





を用いてよい。

問題番号       合計

得点率    

標準偏差    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　【誤答例】

　　 



となっている。

　　
 

 

  
 

   


  とはできなかった。

　　　  



  を計算して間違えている。

　　　階差数列に気付いていない。

　　で  が間違っている。

　　　分子の有理化ができていない。
 

４　おわりに

　　今年度の問題について、計算量が増えたことが本校の生徒た

　ちにとって負担に感じた点である。内容としては基本～標準レ

　ベルの問題がそろっており、受験生の基礎力と論理的思考力が

　問われるものがほとんどであった。また、今年度の問題を見て

　いると、ただ公式を利用する能力よりは少し考えて答えを出す

　ことを求められているように感じた。説明会のときに内藤教授

　が「現在の学生は問題を見たらすぐに手を動かしたがる。セン

　ター試験の弊害。２次試験ではじっくり考えて解く問題を用意

　しています。」と話されていた。～分考えて、分で解答

　を作るのが理想であるとのことであった。

　　今年度の文理共通問題については、すべて理型の方が良くで

　きていた。共通の問題が確率の証明問題と空間ベクトルという

　こともあり、文型の生徒がともに苦手とする分野であったとい

　うことが影響しているようである。

　　工学部後期の１については、正解している生徒のほとん

　どが複素数平面で学ぶドモアブルの定理を利用していた。実

　際、説明会でもこちらの解答も紹介されていた。新課程（現１

　年生）においては複素数平面を学ぶこととなるため、学んだと

　きに解かせてみたい問題である。

　　説明会の最初に昨年度の理学部数学科のＡＯ入試の問題の紹

　介があった。「点   ，   と直線の距離が　

　
  

  
となることを証明せよ。」というものであ

　る。内藤教授からは公式を理解して、作りだすことができると

　いうように、「数学を数学として理解しているかどうかを見る」

　ということであった。数学を公式暗記，公式利用だけの教科に

　しないことが重要であると感じさせられた。

　　最後に余談であるが、最近の生徒は受験番号の書き間違いが

　多いとのことであった。必ず受験票を見て、正確に記入させて

　ほしいとのことであった。

 




